
新　　　　　　 旧　　　 　　　対　　   　　　照　   　　　　表

	新
高知県立高等学校の授業料等の徴収に関する取扱要領（抜粋）

（趣旨）

第１条　この要領は、高知県立学校授業料等徴収条例（昭和23年高知県条例第７号。第８条において「条例」という。）の規定により高知県立高等学校の授業料及び受講料（以下「授業料等」という。）の徴収に関し必要な事項を定めるものとする。
（審査の対象）
第２条　高知県立学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例（平成26年高知県条例第47号）による改正前の高知県立学校授業料等徴収条例（次項において「改正前の条例」という。）第３条第２項の規定の適用に当たっては、休学及び留学している生徒若しくは病気療養等のやむを得ないと認められる理由により授業を欠席した生徒は除くものとする。
２　改正前の条例第３条第２項に規定する特別の事由があるものと認められる者は、次に掲げる者とする。
(1)　就学に対する意欲が著しく欠けている者
(2)　授業料等を徴収しないことが著しく公平を欠くと認められる者
第３条～第８条　略
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